
 

 

 

福島町議会だより ９ 

 

普 通 旅 費 の 概 要 

交 

際 

費 

の 

内 

訳 

安
藤
安
雄
議
員 

以
前
の
一
般
質
問
で
、

「
今
後
調
査
研
究
が
必

要
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
ど
の
よ

う
に
。 

「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
を
制
定
し
、「
住

民
投
票
制
度
」
に
つ
い
て

も
明
記
す
る
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
内
容

は
。 Ｑ 

（
町
長
） 

町
民
の
自
主

的
な
必
要
性
の
中
か
ら
、

方
向
性
が
定
ま
れ
ば
議

会
と
協
議
す
る
考
え
を

示
し
て
き
た
。
住
民
投
票

制
度
は
、
直
接
住
民
の
意

思
を
確
認
す
る
も
の
で
、

間
接
民
主
主
義
を
補
完

す
る
制
度
で
あ
る
。
検
討

委
員
会
で
協
議
を
し
て
、

位
置
付
け
を
し
た
い
。 

 

Ａ 

シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
検
討
し
た

い 

金
澤
安
治
議
員 

屋
外
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
所
が
多
い
、
屋

内
で
聞
こ
え
な
い
家
庭

も
あ
る
。
個
別
受
信
機
を

設
置
し
て
、
情
報
伝
達
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
連
絡

員
も
不
要
と
な
る
。「
個

別
受
信
機
」
は
安
価
で
あ

り
、
多
少
の
自
己
負
担
で

も
設
置
で
き
な
い
か
。 

Ｑ 

（
町
長
） 

こ
れ
ま
で
の

設
置
経
過
や
財
政
状
態

か
ら
、
早
期
の
実
現
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。 

し
か
し
、
今
後
の
通
信

方
式
の
変
更
情
報
も
あ

り
、
将
来
的
な
防
災
行
政

無
線
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
検
討
を

し
て
い
く
。 

防
災
無
線
（
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
） 

  ⑫ 

（
町
長
） 

11
月
に
16

社
の
除
排
雪
業
者
に
業

務
遂
行
の
意
思
確
認
を

し
、
保
有
重
機
の
種
類
、

規
模
等
に
よ
っ
て
路
線

の
振
分
け
を
行
い
、
除
排

雪
の
対
応
を
し
て
い
る
。

今
後
も
、
基
本
的
に
現
在

の
対
応
を
維
持
し
た
い
。 

佐
藤
孝
男
議
員 

極
端
に
雪
が
少
な
く
、

予
算
執
行
上
で
も
真
に

喜
ば
し
い
が
、
一
方
で

は
、
昨
年
の
大
雪
か
ら
除

排
雪
車
輌
の
配
置
や
人

員
確
保
の
賃
金
等
の
経

費
負
担
で
、
業
者
は
深
刻

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

今
後
の
除
排
雪
体
制
確

保
を
ど
う
考
え
る
か
。 
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住
民
の
意

思
を
確
認
す
る
も
の
で
、

間
接
民
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る
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。
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を
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位
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た
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困
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防
災
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長
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  年度 
科目 １６ １７ １８ １９ 1９年度の支出概要 

報 酬 30,300 29,400  
26,771

  
23,481 

・報酬月額 
（議長198、副議長155、委員長141、議員131） 

給 料 13,576 11,646  
（12,08

6） 
(11,596) 

・職員３名分 

手 当 等 19,588 15,495  

9,153  

（5,48

9） 

7,535 

(5,345) 
・議員期末手当 

共 済 費 9,525 8,648  

3,461  

（5,11

1） 

4,248 

(5,152) 

・議員共済等負担金3,888 

・臨時職員社会保険料等360 

賃 金 1,834 1,471  1,482  1,504 ・臨時職員賃金 

報 償 費 ― ―  ― 100 ・講演会報償費 

旅 費 3,021 1,665  1,144  533 
・議会費用弁償57 ・普通旅費283 
・職員旅費等98 ・視察研修旅費95 

交 際 費 258 138  95  102 ・慶弔など(下段参照) 

需 用 費 746 506  436  497 ・議会だより印刷製本費等239 ・消耗品等258 

委 託 料 735 605  ―  ― ・会議録検索システムの廃止 

備品購入費 ― 60  ―  15 ・地方自治法逐条解説購入 

負 担 金 637 620  539  749 
・管内議長会等364 ・四町議員協議会95 
・議員公務災害補償組合等64 ・政務調査費226 

合  計   
80,220 

 

70,254  

 

43,081

  

（22,6

86） 

38,764  

（22,093） 

※（ ）内は、平成18年度から「職員給与費」 

で一括計上 

 

 

 

 

 

１９年度会計の決算が９月会議で認定されましたので、
「議会費」の内容を紹介します。 

○報酬(月額) 131,000円 

△所得税    13,100円 

△共済掛金   20,800円 

△議員会会費  5,000円 

差引き(手取額) 92,100円 

11月の議員報酬 ○経済福祉常任委員会（8人参加 8千円） 
①火葬場視察（北斗市、木古内町） 

○その他の研修 
①四町議員協行政視察（3人参加 80千円） 
増毛町・栽培漁業及び放流事業の推進 

   ・沿岸の磯焼け対策事業の推進 
蘭越町・融和と自立と協働のまちづくり 

    ・ふれあい定住対策地貸付事業 

②渡島議会議員研修会（北斗市、7人参加 7千円） 

項 目 金額 件数 主 な 内 容 

祝 儀 26 5 行事・総会等の祝儀 

会 費 4 1    〃   会費 

土 産 23 5 視察受入れの土産 

後 援 18 3 各種団体等への後援 

協賛金 21 5    〃   協賛金 

香 典 10 2  

計 102 21  

 

（単位：千円） 

○東京方面(道外)（3回 176千円） 

・北海道福島会 

・開発期成会（東京、札幌） 

・全国議長大会等 

○札幌方面(道内)（3回 64千円） 

・道議長会総会 

・政治文化フォーラム 

・道路特定財源の確保を求める 

全道緊急総決起大会 

○函館近郊（12回 43千円） 

・渡島議長会定期総会等 

・開発期成会 

・記念式典等 

 


